オリゲネスの身体観 : 祈りの姿勢における身体の意味について by 梶原 直美 & Naomi Kajihara
67－　　－
序．
　オリゲネスが人間を身体、魂、霊によってとらえ、聖書をそれに相応する霊的解
釈、道徳的解釈、字義的解釈によって理解したことはよく知られている。（2）オリゲネ
スのそのような三元的人間観のなかで、最も下位に配置されているのが身体である。
人間は例外なくこの身体とともに存在するものであるが、ではオリゲネスはこの身体
の意味をどのように理解していたのであろうか。
　彼の身体観についてはこれまでに幾つかの研究がなされてきた。（3）そのなかで身体
の意味に関して焦点が充てられているのは、たとえばノードガードが提示している最
も新しい研究である。（4）彼は、堕罪のあと人間のレベルに堕ちたそれらの霊に神が肉
と血の身体と着せることを決めたことについて、その第一には理由を、身体が提供す
る逆境や試みと戦うことによって人間の霊が徐々に彼らの堕落した状態を克服するこ
とを神が知っていたからであるとし、第二にはそれに要する時間の長さについて、人
間がある期間のあいだ放蕩に留まることなくしては彼らが達成したいかなる回復も壊
れやすい束の間のものに容易に変わってしまうからであるとしている。
　これも含め、これまでなされてきた研究においては身体に罪といった性質が固く結
び付けられ、その罪に対する反動によって人間に利益がもたらされるという考えが提
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梶 原　直 美
（ 1 ）  本稿においては原則的に、"σῶμα" および "corpus" には「身体」、"σάρξ" および "caro" には「肉」と
いう用語を充てており、それに嵌らないものに関しては注記している。
（ 2 ）  出村みや子『聖書解釈者オリゲネスとアレクサンドリア文献学』、知泉書館 2011 年、54 頁、参照。
（ 3 ）  たとえば、以下のものが挙げられる：J. Daniélou, trs. by W. Mitchell, Origen, London: Sheed and Ward 
1955, pp.217-219; D.G. Bostock, Quality and Corporeity in Origen, in: Origeniana Secunda, Roma: Edizioni 
dell’ Ateneo 1980, pp.323-337; 有賀鐵太郎『オリゲネス研究』、創文社 1983、342-351 頁 ; J.W. Trigg, 
Origen: The Bible and Philosophy in the Third-Century Church, Atlanta: John Knox Press 1983, pp.103-115; 
J.F. Dechow, Origen and Corporeality: The Case of Methodius’ On the Resurrection, in: Origeniana Quinta, 
Leuven:University Press/Peters 1992, pp.509-518; J.C. Smith, The Ancient Wisdom of Origen, London/Tronto: 
Bucknell University Press 1992, 48-70; J.J. Alviar, KLESIS The Theology of the Christian Vocation according to 
Origen, Blackrock/Co. Dublin/Ireland: Four Courts Press 1993, pp.156-160; S. Thomas, “Anthropology” in: 
The Westminster Handbook to Origen, ed.by J.A. McGuckin, Louisville/London: Westminster John Knox Press 
2004, pp.53r-58r; P. Tzamalikos, Origen: Cosmology and Ontology of Time, Leiden/Boston: Brill Academic 
Publishers 2006, 112-116.
（ 4 ）  S.Nordgaard, Body,  sin,  and  society  in Origen of Alexandria,  in: Studia Theologica  66, University of 
Copenhagen 2012, pp.20-40.
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示されてきた。しかし、身体あるいは身体を持つということのなかにもっと積極的な
意味はないのだろうか。
　オリゲネスの『祈りについて』のなかには身体に関して論じている箇所もあるた
め、この内容と『諸原理について』における彼の身体理解をもとに、祈祷との関連の
なかで身体の意味について考察したい。（5）
１．身体、魂、霊とそれぞれの意思
　オリゲネスは人間を、「霊と身体と魂」（6）からなるもので、魂は霊と身体の中間に
位置し、悪魔、悪魔の使いたち、天に居る悪の諸霊、人間が戦わねばならないすべて
の者ら、支配と権威、暗闇の世界の支配者たちが、霊に反する身体の欲望を支援して
いる、と述べている。（7）そしてこれらに基づいて、人間の内には霊の意思、肉（8）の意
思、魂の意思、という三つの意思があると考えている。
　「『霊』spiritus に属すると言われるものはすべて霊の意思 voluntas であり、『肉の働
き』opera carnis と言われるものはすべて肉の意思であるのは確かである。そこで、
これらの意思のほかに、別に言われているもう一つの魂 anima の意思、使徒 [ パウ
ロ ] が『あなたがたは自分の意思のとおりに行わないようにする』と言って、我々
従ってはならないと命じている意思は、一体どのようなものであろう。･･･ これらの
二つのいずれにも、即ち肉にも霊にも、属していないという意味を持っているようで
ある。」（9）
（ 5 ）  ゲッセルは、オリゲネスの『祈りについて』（以下、"PE" と略す）全体に関する研究を上梓している
が、身体に関する内容については単に言及するに留まっており、その意味についてはまったく触れて
いない。W. Gessel, Die Theologie des Gebetes nach>De oratione<von Origenes, München/Paderborn/Wien 
1975, SS.78-79.
（ 6 ）  オリゲネス『諸原理について』（以下、"PA" と略す。なお、邦訳は基本的に小高毅に従ったが、この
箇書における「肉体」は本稿では「身体」と訳し変えた。）4, 2, 4; "σώματος καὶ ψυχῆς καὶ 
πνεύματος"/"ex corpore et anima et spiritu" (Görgemanns-Karpp [ 以下 "GK" と略す ] 313, 2/20.) 
（ 7 ）  ComRm1, 18.
（ 8 ）  オリゲネスがⅠテサロニケ 5,23 に従って「霊と身体と魂」というさいの「身体」は "σῶμα" であっ
たが、そのそれぞれの意思について言及する箇所において、それはルフィヌスによって "caro" と羅
訳されている。これは、先のⅠテサロニケ 5,23 から引用された "σῶμα" を、ルフィヌスが "σάρξ" と
解したものの可能性もあるが、ガラテア 5,17 における用語（"σῶμα" ではなく "σάρξ"）が用いられ
たと考える方が自然であろう。ただ、ギリシャ語本文が現存しないため、オリゲネス自身がどの語を
用いたのかは確認できない。なお、ルフィヌスによる翻訳の精度の確認のために『諸原理について』
のなかでギリシャ語本文とラテン語翻訳とが共に残存している箇所をすべて照合したところ、
"σῶμα" が文脈によって "corpus" 以外の語に訳されていることはあったが、「肉」を表す "caro" ある
いはそこから派生する語に訳されている箇所は皆無であった。
（ 9 ）  PA3, 4, 2 (GK267, 10-16). ここでの用語 "spiritus" と "caro" は、ガラテア 5,22 および 5,19 が典拠となっ
ている。
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　そこにはまた、身体自身も神に敵し神に逆らう思いや知恵をもっていることが指摘
される。
　「身体 corpus は自分の本性 natura の特性 proprietas に従って生命のないもの mortuus
であるが、[ この身体も ] 次の意味で『神に敵し inimica deo est』、『霊に逆らう
repugno adversum spiritum 思い sensum や知恵を有している』と言われている。それは
ちょうど、肉 caro が声をあげて、飢えたくない、乾きたくない、寒さに苦しみたく
ない、また過剰や欠乏からくる苦労 molestia を被りたくないと叫んでいると言われて
いるのと同様である。」（10）
　これらの意思のあいだで戦いが起こるが、オリゲネスは、多くの場合肉が勝つのだ
と述べている。（11）
２．ふさわしい祈り
　そのような人間にとって最も大切なのは霊的なものであるとして、オリゲネスは
『祈りについて』のなかで霊的なもの重要性を強調し、それを求めて祈るよう奨励し
ている。（12）そして、そのためにはどのように祈ればよいのかについて語る。そのさ
い、身体の取るべき祈りの姿勢が示されている。（PE2,1-3）オリゲネスはまず、「何
を願って、ふさわしく祷るべきか」（ローマ 8,26）という言葉を問に立て、前者は祈
りの言葉、後者は祈る人の状態のことだと説明する。それも含め、ふさわしい祈りに
ついては聖書をもとに、祈るさいに取るべき五種類の態度をもって示している。その
最初のものは具体的に身体に関するものであり（13）、最後のものも身体に関するもので
ある（14）。オリゲネスはこの後、祈りについて主要な考えを論じたあと、心構えと姿
勢について述べ始める。（PE31）
心構えについて
　心構えについてでは、まず沈黙して自らを整えることが勧められている。ここか
ら、沈黙という行為は、自らを整えることに有用であると考えられていることが分か
る。それはすなわち、「いとも注意深く、いとも熱心に ἐπιστρεφέστερον καὶ 
（10）  PA3,4,2(GK265,17-24).
（11）  PA3,4,2(GK267,21-22).
（12）  拙論「『主の祈り』のパンを求める祈りに関するオリゲネスの理解について」、『神學研究』（関西学院
大学神学研究会）58 号、2011 年、57-68 頁、参照。
（13）  Cf. Ⅰテモテ 2,8-10. 
（14）  Cf. Ⅰコリント 11,4-5. 
70－　　－
オリゲネスの身体観
εὐτονώτερον」（15）祈ることを可能にする。また、祈りを向けようとしている相手を軽
蔑するようなだらしないあるいはふしだらな態度もまた神に対して不敬であるゆえに
不適切であるとも考えられている。これらの叙述の前提にあるのは内的状態に影響を
及ぼすものとしての身体理解である。
　このあと、オリゲネスは、「手の代りに魂をあげ、目の代りに精神を神にあげ、立
つ代りに心の主導能力を地上のことどもから離し、万物の主のみ前にそれを立たせた
者のごとく」（16）と続けるが、ここでは明らかに、身体の運動が内的な動きへと取って
代わって言及されている。つまり、身体の状態を適切に保つことは内的状態を整える
ことへと、提示されている内容が置き換わっているのである。ここからは、身体と内
的状態の何かに対する反応の在り方が、そのように置き換え得るほど類似しているこ
とを示すことにもなるであろう。
身体の姿勢について
　続いてオリゲネスは、具体的な身体の姿勢について論じ始める。ここではおもに、
手を伸ばして目をあげることと跪くことについて書かれている。
　まず、手を伸ばして目をあげた姿勢（17）が「祈りにある魂に似つかわしい諸特性の
像 εἰκών を担っているように、[ それを ] 身体にも ἐπὶ τοῦ σώματος [ 及ぼす ]」（18）も
のであると述べられる。詩編 141,2 に基づくこのパウロの言葉には、姿勢が像を身体
に及ぼすものとして、つまり、魂の求めるべき像が、この姿勢によって身体にも与え
られると考えられている。ただし、状況が許さなければこの限りではなく（19）、必ず
しも必要な条件ではないと付け加えられている。
　つぎに、跪くことについて述べられる。ここでは、跪くことが、謙って服従する者
の象徴とされている。（20）オリゲネスはこのあと場所について触れるなかで、「エルサ
レムと全ユダヤにあって、多くの罪に陥ってしまった人々は、諸々の敵に服する者と
なってしまいました」（21）と述べている。人間は、神に服従するのか、諸々の敵に服従
（15）  PE31,2(GCS3,395,29-30).
（16）  Cf.PE31,2(GCS3,396,2-6). 
（17）  この姿勢については「清い手をあげて」として、PE2,2 および 31,1 でも言及されていた。なお、これ
は古代においてすでに親しまれていた祈りのさいの姿勢であることが指摘される。オリゲネス著、小
高毅訳『祈りについて・殉教の勧め』、創文社 1985 年、訳注 116、参照。
（18  PE31,2(396,12-14).
（19）  それは例えば、足の重い病気や熱などで立てない場合などである。
（20）  PE31,3(GCS3,396,21-24);" …καὶ ἡ γονυκλισία δὲ ὅτι ναγκαία ἐστὶν, ὅτε τις μέλλει τῶν ἰδίων ἐπὶ 
θεοῦ ἁμαρτημάτων κατηγορεῖν, ἱκετεύων περὶ τῆς ἐπὶ τούτοις ἰάσεως καὶ τῆς ἀφέσεως αὐτῶν, 
εἰδέναι χρὴ ὅτι σύμβολον τυγχάνει τοῦ ὑποπεπτωκότος καὶ ὑποτεταγμένου,…"（「また、跪くの
は、[ 自分の諸々の罪 ] に対するいやしとゆるしを懇願しつつ、自分の諸々の罪を神のみ前に申し述
べるときにとらねばならない [ 姿勢 ] であり、それはへりくだり、服従するものの象徴であることを
知らねばなりません。」）
（21）  PE31,7(GCS3,400,9-11);"…διὰ τοῦτο οἶμαι καὶ τοὺς ἐν ῾Ιερουσαλὴμ καὶ πάσῃ τῇ ᾿Ιουδαίᾳ ἐν 
πλείοσιν ἁμαρτήμασι γεγενημένους ὑποχειρίους γεγονέναι τοῖς ἐχθροῖς…"
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するのか、その選択を迫られる。祈りのさいに跪くのは、その選択に対して魂に神へ
の服従を促すことになる。
３．服従について
　オリゲネスが祈るさいに姿勢によって象徴しようとしたこの「服従」（22）という事柄
について、『諸原理について』の内容から理解を試みたい。
　オリゲネスは、従順が救いに必要であるものと理解している。（23）しかし人間は敵に
対して服従しやすい存在であり、身体は多くの場合、敵への服従を惹き起こす。たと
えば、身体の本性に対して敵対霊が働きかけてくる。（24）それは生理的衝動そのものの
ことではなく、生理的衝動を契機に仕掛けられ、そしてそこに人間が捕えられてしま
うような働きかけのことである。生理的衝動は身体があって初めて生じるものである
から、人間の魂が身体とともにあるかぎり、これを逃れることはできない。人間は、
「人間の魂が、この身体のうちにある限り、善悪種々の霊の種々の働きかけを受けう
る」（25）のであり、人間が必ず経験するこの意思同士の戦いは、激しい様相を呈す
る。（26）
　では、そのような激しい戦いは何のためなのか。オリゲネスはその理由を、身体以
前に見ている。身体そのものに原因があるのではないということである。それは魂に
起因する。この魂がこの世で身体を纏い、この魂ゆえに身体によって誘惑を受けるの
である。（27）オリゲネスが「･･･ 理性的諸存在者が全く非物体的なものとして存続する
（22）  なお、内容的には「従順」の語も混在するが、用語自体は聖書に倣って、服従は "oboediens" (PA3,5,7 
[GK277,6]); "ὑποτάσσω" (ⅠCor15,28)、従順は "subiectum" (PA3,5,6 [GK278,2]); "ὑπήκοος" (Phil2,8) が
対応しているため、ここでは注意深く「服従」と「従順」を区別して用いることにする。
（23）  Ex.PA3,5,7（「･･･ 神のひとり子が、『己をむなしくして僕のかたちをとり、死に至るまで従順な
subiectum ものとなられた。それは従順によらねば救いに達することのできない者たちに従順を教え、
･･･』」; PA3,5,6（「御父に対するキリストの服従 oboediens が、我々の完成のあかつきの至福を示すも
のであり、キリストが全被造物において改善した支配と統治の総体だけでなく、全人類の矯正され、
更新され、教化された従順と服従の総体をも、御父に捧げる時に御父からその仕事のために受ける栄
冠を示すものである」）
（24）  Ex.PA3,2,2（「･･･ たとえ悪魔の挑発が全くないとしても、まず長期にわたる習慣と実践によって節制
を身につけるまでは、食物の摂取にあたって、節度を決して越えない程に人間が節制しうるとはわた
しには思われない。･･･ あらゆる生理的衝動についても同様に考えねばならないと思う。･･･ 諸々の
罪の機会と出発点を提供しているのは我々であるが、それらの罪を広大かつ遠大なものに伸展させよ
う、できれば無限に殖やそうとしているのは、敵対する霊どもである。」）; PA3,4,5（「魂が身体の情念
に自分を屈服させることで、その感じ方が鈍くなってしまったときに、その魂は、悪徳の重みに制圧
され、精神的で霊的な事柄を何一つ理解しないものとして、肉となったと言われ、･･･」とも言われ
る。）
（25）  PA3,3,4  (GK260,15-17);" …humana anima,dum in hoc corpore est,recipire potest diversas energias,id est 
inoperationas,spirituum diversorum malorum ac bonorum;"
（26）  Cf.PA3,2,3.
（27）  Cf.PA3,3,6.
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ことが可能なことか」（28）と問う場面があるが、彼はそれに対して、理性的被造物は物
体なしでは存在できないのだと答えている。（29）それは、物体をとおして学ぶことが必
要だからである。（30）
　さらに、人間にはその戦いに耐え、正しい選択を可能とする力が、神から与えられ
ている。ただ、与えられているのは力であり、それを使うのか、あるいはどれだけ使
うのか、それを決めて実行するのは人間である。（31）理性的被造物たる人間は身体を持
つことによって自ら限定され、苦悩を抱えつつも、与えられた選択能力を働かせて進
歩しなければならない。
　しかし、人間には適切な選択のできないことがある。オリゲネスは霊に従うのが魂
にとって好ましいとする一方で、肉に従うことは悪いようでありながら、魂の意思に
従うよりは好ましいと述べている。なぜなら、魂が自分の意思に固執するとき、それ
は魂にとって熱くも冷たくもなくなまぬるい状態なのであり、その変化に乏しい状態
は持続しやすく、そこから魂が変化するのは難しいからである。むしろ、肉に従って
悪を味わうことによって悪に飽き、疲れ、それによって善への思いが強まることのほ
うが方向転換を促すことを可能にする。（32）
　彼は、たとえば人間が悪に捕えられた状態からあるべき状態への変化を、身体が病
気から癒される経過に例えて説明している。（33）魂は、自ら求めた罪に満たされ、飽
き、やがてそれが過失であったことに気づいて罪を憎むようになる。その経験によっ
て、魂が癒されて健康になることの重要性が認識され、健康はより一層享受される。
これは、魂が、外的な強制力によってではなく内的な気づきによって、かつての罪か
（28）  PA2,2,1 (GK112,7-8) ;"…si possibile est penitus incorporeas remanere rationabiles naturas,"  本 稿 で は、
"corpus" を「身体・物体」、"materies" を「物質」、"substantia" を「実体」、"natura" を「本性・存在者」、
と邦訳する。
（29）  PA2,2,2(GK112,20-22);"...sed numquam sine ipsa eas vel vixisse vel vivere: solius namque trinitatis incorporeal 
vita exietere recte putabitur."（「･･･ 実際には物質的実体 materialis substantia なしには理性的諸存在者は
一瞬たりとも生存しなかったし、今でも生存しない。というのは、非物体的生命 incorporeal vita は、
ただ三位のみの特権と考えるのが正しいからである。」）
（30）  PA2,3,3 (GK118,12-16);"Videbitur enim esse necessarium ut,si exterminate fuerit natura corporea,secundo 
iterum reparanda sit et creanda; possibile enim videtur ut rationabiles naturae, a quibus numquam aufertur ;iberi 
facultas arbitrii, possint iterum aliquibus motibus subiacere,…"（「もし物体的本性が滅ぼされるのであれば、
再び作り直され、創造されねばならないと思われる。というのは、自由選択の能力を決して取り上げ
られることのない理性的被造物は、再び何らかの動きに身を任せる可能性があるからである。」）な
お、ここで、この物体的本性とは身体を現していると考えることができる。
（31）  Cf.PA3,2,3;（「･･･ 神は我々が耐えることができる能力を授けて下さる。しかし、神が我々にあたえて
下さったこの能力を懸命に働かせるか、無気力にしか働かせないかは我々にかかっている。
（32）  Cf.PA3,4,3;「逆に、肉に従っているのであれば、肉的罪から被る悪に満たされて飽きてしまい、いわ
ば放蕩と情欲の重荷に疲れきってしまうと、より容易にかつ迅速に、物質的な汚れから天上への憧れ
と霊的恵みへと方向転換しうるものである。」なお、ここで言われている魂の意思とは、この文脈か
ら、身体がなければ成り立たない類のものであることがわかる。身体を纏い、身体に囚われているも
のとしての魂の思いである。
（33）  Cf.PE29,13;「･･･ 悪のうちに長く留まり、彼らが熱烈に求めた諸々の罪に満たされることで飽食し、
過失に気づき、かつて喜んで迎え入れたことどもを憎むことで、いやされたときに、いやされたこと
で、彼らのものとなった魂の健康を、一層確実に享受することができるようにする ･･･。」
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ら遠ざかるようになることを意味する。（34）このことは、食べ過ぎて吐き気を感じるよ
うになり、その結果その欲から解放されるプロセスとして、民数 11,18-20 の飽食の
記事の注解においても述べられている。（35）
　同時に、オリゲネスは、身体を纏った魂は、神の助けなしに独力で歩むことはでき
ないと考えている。（36）ゆえに、跪くという身体の姿勢が魂に影響し、神に助けを求め
ることとなる。跪くという服従の姿勢は、癒しと許しの懇願を神に向けることでも
あった。（37）オリゲネスは、祈りのさい、人間はまだ完全には神に服従できていないこ
とを指摘する。身体を纏っているのがその証拠である。ゆえに、服従の象徴として跪
くのは、いまだ成就されていない服従を、身体によって先取りし、魂に促すことにな
るであろう。
　以上のように、身体はその魂のゆえに人間に様々な戦いをもたらし、それによって
魂が不自由さを得ているように理解されることがあるが、同時に身体は、魂をある方
向へ促すこともできる。このように、身体の機能や働きには、その魂に確実に影響を
与えることができる、という側面を指摘することができる。
　なお、オリゲネスは、ローマ 12,1-2 を注解するなかで（38）、家畜の身体と人間の身
体を明らかに区別しており、人間の身体は単なる物質の塊としてではなく、それは理
性によって制され、神に喜ばれる行いを具現化するものとして、述べられている。そ
して、人間の身体が神の神殿（Ⅰコリント 3,16）と称されることに触れ、ロゴスにふ
さわしい奉仕と神に喜ばれる奉仕によって魂は立ち直され、救いを得ることができる
と理解されている。身体には聖霊つまり神が住み、人間が身体を持って神への具体的
な奉仕を行うことによってもまた、その影響を魂にもたらすことができると考えられ
ている。（39）
（34）  Cf.PA3,5,8;「この服従は一定の方法と教育と期間を通じて達成される。･･･ 世全体が神に服従させら
れるのは、何らかの必然性によってでも、強制によってでもなく、むしろ、言葉、道理、教え、善行
への激励、すぐれた教授、自分の救いと益に対する配慮と健全さを軽んじている者たちの頭上に正当
に迫っている適切な罰の警告によってである。」
（35）  PE29,14.
（36）  PA3,2,5 (GK253,5-29);"Arbitror namque quia certa mansura sit humanae narurae,…Unde ego arbitror quod 
numquam fortassis homo per se ipsum virtutem contrariam vincere potest,nisi usus fuerit adiutorio divino."（「人
間本性 humanae narurae [ の力 ] には、一定の限界があると私には思われる。･･･ 神からの助けに頼ら
ないと、恐らく、人間が自らの力だけでは逆らう霊に一度も打ち勝てないと私は思う。」）
（37）  PE31,3(GCS3,396,2-4).
（38）  ComRm9,1.
（39）  またその逆もありうる。Cf.ComRm1,6;「私どもの魂もしくは意志を [ 献げることです ]。それは、敬
虔なものとして私ども自身を神に献げ、[ 神 ] に結ばれる時、その時ついに、私どもの五身体もまた
神のための義の武具となるのです。」
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４．被造物としての身体
　その一方で、オリゲネスは『諸原理について』のなかで、以下のようにも述べてい
る。
　「･･･ 例えば上着が清くないというような意味で、それらの物体の輝かしさ
splendore について言われているのではない。もしそのような意味に取り、それらの
物体の輝きのうちの汚れを指摘するのであれば、それは間違いなく、創造者を侮辱す
ることになるであろう。」（40）
　「我々のこの身体の本性が、それをこのように造られた神の意思によって、状況の
要求に応じ、また理性的存在者の功績に応じて、いとも軽やかで、いとも清く、いと
も輝かしい身体の性質を帯びるに至るまで、創造主によって導かれうるのを疑っては
ならない。」（41）
　身体は、神が創られたものであるがゆえに輝かしいものである。この世に生きる人
間にとって、身体という存在そのものが悪なのではなく、人間を堕落に導く、身体の
性質が、魂にとって悪として機能するのである。そしてその身体の性質は変化してい
く。しかし、死においてさえも身体の実体は存続し、それは再び生命を与えられ、魂
の状態によって霊的身体へと変化する。
　「肉体の復活を信じている我々は、死によって肉体はただ変化させられるのみであ
ると理解している。つまり、その肉体の実体 substantiam は存続し、自分の創造主の
意思によって、一定の時、再び生命を与えられ、再び変容させられるのは確実であ
る。･･･ 土から再び復活させられ、その後、そのうちに宿る魂 animae の功績に応じ
て、栄光に輝く『霊的身体 corporis spiritalis』になるのである。」（42）
オリゲネスは、この霊的身体が現在の身体と異なったものではなく、同じ身体が変化
するものと述べている。（43）そして完成時、物体的本性は、至高の「状態」を受けるこ
（40）  PA1,7,2(GK87,17-20).
（41）  PA3,6,4(GK285,29-286,3);"Non autem dubitandum est naturam corporis huius nostril voluntate dei,qui talem 
fecit eam,usque ad  illam qualitatem subtilissimi et purissimi ac splendidissimi corporis posse a creatore 
perduci,prout rerumstatus vocaverit et meritum rationabilis naturae poposcerit."
（42）PA3,6,5(GK287,13-20).
（43）  Cf.PA3,6,6(GK288,26-289,8);「･･･ 聖なる使徒 [ パウロ ] は、死者の中から復活した者に新しい身体
nova corpora が与えられるのではなく、生きていた時に所有していた、その同じ身体が、劣った [ 状
態 ] からすぐれた状態へと変化させられたものとして与えられると、はっきり言い切っているからで
ある。･･･ 今は、魂に奉仕するものとして、「魂的」[ 身体 ] と呼ばれているこの身体が、進歩を通じ
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とになる。つまり身体はその物体的本性を失わないまま、霊的身体となるのであ
る。（44）
　しかし、この相対する状態が同時に成立することを、実際にはどのようにとらえる
ことができるのか。霊的身体とは限りなく物質から遠い存在様式のはずである。（45）オ
リゲネスはローマ 13,14 におけるパウロの言葉を理解するなかで、魂が完成されたと
き、この物体的本性を持つ身体は「完成された魂を着る」、と表現している。（46）
　「･･･ 今は朽ちる者である物体の物質は、不滅の教えによって教化され、完成され
た魂がそれを用い始める時、不滅を着るようになる。神のロゴスと知恵を「受け入れ
た」ものとして、ここで『不滅』と呼ばれる完全な魂を、物体の衣服と言ったからと
て、驚かないでほしい。というのは、使徒パウロが『あなたがたは、主イエスス・キ
リストを着なさい』と言っているように、魂の主であり、創造主であるキリスト・イ
エススご自身が、聖なる人々を装う衣服であると言われているからである。したがっ
て、キリストが魂の衣服であるように、魂は物体の衣服であると、合理的に言われ
る。実に、魂は物体の装いであり、その死すべき本性を被覆し、包み隠すものであ
る。」（47）
  て、魂が神に結びつき、神と『一つの霊』とされた時には、霊に奉仕するもの spiriti ministrans とし
て、霊的な性質及び状態にまで進むのである。」なお、チャマリコスは、霊的なものは必然的に非身
体的であると述べているが、オリゲネスはここにおいて、身体が霊的なものとなると述べている。
Cf.Tzamalikos,op.cit.,116.
（44）  霊的身体が物体的本性を有しているとも述べられている。Cf.PA3,6,9(GK291,3-4);"Hactenus nobis etiam 
corporeae naturae vel spiritalis corporis ratione discussa,…"（「以上、霊的身体も物体的本性を有している
という説について論じてきたが ･･･」）なお、チャマリコスは、物質的実体について説明するさい、
このことについて触れている。彼は、より低い状態のときはより粗悪で硬い身体の状態へと形成さ
れ、より高い状態のときに霊的身体を纏うと述べているが、オリゲネスによると、霊的身体は相対的
に良好な状態ではなく完成された状態のときにのみ到達する状態とされている。（PA3,6,9）Cf.
Tzamalikos,op.cit.,114.
（45）  ただし、「魂は、今は肉的な状態にある物質を用い、後に『霊的』と呼ばれている崇高で清浄な物質
を 用 い る。」(PA2,3,2[GK116,19-22;"…quae spiritalis appelatur,ait:‘Necesse est corruptibile hoc induere 
incorruptionem’;secundo vero ad specialem corporis respiciens causam ait: ‘Necesse est mortale hoc inducere 
inmortalitatem’."])といった叙述も見られ、ここでは物質そのものも「霊的」と呼ばれている。
（46）  ボストックは、オリゲネスに、キリストへの従属を通して人は自分の物質的な身体を脱ぐことができ
るという主張を理解する。しかし、オリゲネスの根拠としてそこに引用されている叙述は、オリゲネ
スの考えではなく、オリゲネスが反論するために引用した異論者たちのものであることをここで指摘
しておきたい。オリゲネスはその叙述を巡って「このように主張する人に対しては、いかなる意義が
提示されるか考察することにしよう。」（PA2,3,3）と述べているのである。そして、「物体的性質なし
には到底あり得ないことである。」と結論している。Cf. D.G.Bostock,op.cit.,p.337.
（47）  PA2,3,2(GK115,11-116,2);"…ergo material corporis  ,quae nunc corruptibilis est,induet  incorruptionem,cum 
perfecta anima et dogmatibus  incorruptionis  instructa uti eo coeperit. Et nolo mireris si velut  indumentum 
corporis  perfectam animam dicimus,quae  propter  verbum dei  et  sapientiam  eius  nunc ‘incorruptio’ 
nominatur:cum  ipse utique qui  est dominus et  creator  animae Christus  Iesus  indumentum sanctis  esse 
dicatur,sicut  apostolus dicit:Induite vos dominum Iesum Christum.Sicut  ergo Christus  indumentum est 
animae,ita intellegibili quadam ratione etiam anima indumentum esse dicitur corporis.Ornamentumenim eius est 
celans et contegens eius mortalem naturam."
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　ゆえに、先の内容に関しては、以下のように理解することができる。すなわち、魂
は限りなく霊的性質を帯びてやがて完成し、魂と共に歩んできた身体がその完成され
た魂を「着る」とき、その身体によって進歩した魂のゆえに、霊的なものと「され
る」。ここに、不死性も獲得される。（48）
結 .
　以上、とくに祈祷のさいの身体に焦点を当ててオリゲネスの身体観について考察を
行ってきた。ここで短くまとめてみたい。
　物体である身体を纏った人間の魂は、物体が精神の活力や洞察を鈍くさせるた
め（49）、霊に向かって歩むことがより困難になった。しかし簡単に歩めるのなら、悪
への嫌悪感は湧かず、簡単に到達出来る進歩を焦がれ求めることはない。ただ、必要
なものに対しては、人間の生理がそれを示すように、それが手に入らないほど手に入
れたい衝動は大きくなる。ゆえに、魂にとって必要な進歩は、それが与えられなけれ
ば与えられないほどそれを得たいという願いが沸く。それゆえ、身体は魂にとって、
その時には苦痛をあたえるものではあっても、魂のためには絶対に欠かせないもので
ある。もし身体がないなら、人間の魂は救われないままの状態となる。神は人間の救
いを望んだからこそ人間に身体を与えられた。魂は身体によって苦難を負い、浄化さ
れ、そしてやがて霊的身体となる。
　加えて、身体は魂に苦難を与えるだけでなく、たとえば姿勢によって、魂を先導す
ることもできる。この先導は、本来魂を妨げているところを妨げないようにする、と
いう消極的な場合と、魂だけでは難しいところを身体が助け促すという積極的な場合
とを考えることができる。魂を限定すると考えられている身体がもし魂に霊的な方向
性を妨げることしかもたらさないのであれば、消極的な先導として、極力存在感を弱
めることでしか助力できない。しかし、手を伸ばし、目をあげ、跪くという祈りの姿
勢は、脱力した安楽な状態ではなく身体にとって努力がいるのであり、つまりその姿
勢を保持することにいくらか意識を使う必要がある。ということは、その姿勢を保持
する、あるいは保持しているという意識が、霊的な方向性を促すと考えられる。つま
り、身体は魂を導くそのような積極的な働きをなすこともできるのである。オリゲネ
ス自身の直接的な言葉としてそれを確認するには到らなかったが、彼の身体理解には
そのような側面を見ることができる。
（48）  PA2,3,2.
（49）  PA1,7,5;2,3,3.
